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　　　A－6 献型作成の徴佩化について

　　　　　　田国す短犬　　o ム下漓既子　武田参一

　a 的　種々C7)事務も理■科学計阜算，コンピエーターp）使用丿n覚ましい今ヽ日(?社

会<7）呻ごも。と私遠の生池に身左mヽマ調理学の外粁において，コンピュー一ター便咀

噌のh一場わらそ0利用価＼S. を考慮してみろ。呆養量Ｑ計算・伝票作成■ 旋告書作戊等

恵理面は, 痛九叩ど（比里文学痛祝「療奮噴理業務の亀茎已について」よ･?) にお｀い

て寞用心?れている似,ここではず･し舞i をいえて，実際り献立作霞においてどこま

で｀柵賊化で$ るか, またヂ,士岑を有力化で■3 ろわを検討丁る.調理科学V,に3 r コン

ピューター(- よる献立シス,テム,O）試案_i バ,こ口指針を与え７いる・

　方法　次クにょうなシステム,を考巣した。主業，副栗，食ゐ拓，年－別ヤロリー所要

* Oコード｀化したも(7)を記'tt-々せろ。5 らに利用有（7）嗜好Ｃ主食，料理禄蔵｀，調理方

法事のa-別) を表わ亨リクエストを読み込ませ，丿れらのデータよ1 .リフエス,に差

し*峯ヤベランペr> どれ犯献1- を/ 日単止でヽ作戊し，カロリー計算をT れ料理も^

選択≪ ために秀し数乞用い，この効果により倆冤性が｀あ'; ﾕﾆ,－クでヽ興味をひく秘果バ

得られろ。々お,コンピュータ- の痍種はTiAC0M23 ひ- I 0である。

　結果　朝食・屋ヽ隻・夕食別に献立も･村料拓とその使用無量を，そして/nド）方口

リー摂取量バTitキ量と比軋で｡きるよう両葱をタｆブライダ一に打ち虫す。リクエスト

バ常誠C) 軋図内において，キ当探献む作成が可悒でヽある。

９月28日倒第３会場　午後1 :00～5 :00

A－7 蜃白債t カドヽミ勺Aおよi，象ボ昆冷れよる刀にミリム､榔蔡刈鮨1
宮城笥をｹﾐﾖ^大学　○後藤にへ　千賀角知子

　目的さ引こ善さ師一人後藤らほ厖貪期のうヽ/>う-K^幽じ力卜c'ミ｀勺ム(只下cμし略=○び

鳶膏を阻客レい万ヽ心肝戦中・C^卵ご肝瞰aし略す)はUの発有阻客s阻止すること£

報じ≒その理自制こ)ヒ推定ｙれるフミノ赦(ブ心タミご酸)ﾋ已か･穏塩形咸につぃでも

報じ氏。^V^K.'c登アスコ1しビご酸雄Ｎ吟についマもささに報じ尺の捌口紘i冷祠

ほ以添孤翻E^本食kし？荊^才二恭似TF^ヒ略溥)E混入レラヅテタ､鳶育芭そヽれ

^■■れ比較レ鈴七?了ミノ織グリシン)秦凌中の以t瓦の孝動£黄軒し聡育状態比軟ヒ

の肌奎の一驚ﾌとしrﾐ。

　かj去動物昭1吏験。知扨?純系・ウ^ 7^ター系うヽ1､､テ£旧い基本食餌淡白叫ジ。

m匙o ズ)ほ(ji廟削洛匯し　cμ添加量ほI a 1 a匹洽|り～吻こ弓としuﾐ。そ辻に蒸Vし

|ﾐ恥3 I B 1匹％2ぺ％叫、I一了スコ･しビふ酸副5～3巧｀こい閏日節飼脊しマ々

の即とｸ)米塔状態色比較しrt。^r^ｸ･･ﾘうこ。ヒCotし

命夜に)いマ棟夥蛉T 試みヽ尺。

　結果C諦朗帥付=e口ひヽ､しr^／峠卿?　脊フスニＤし已こ酸混硝咽群ににベマ

旨?らVヽに荊りれ･発育体をがi 丁りぷヒ扁jク･リシこ｡を申ら^しマ僅X7ヽに赳住的な

結合叫順^コ々ろ。折t＼iい^冷側。界面池性による安定も考七られる(7) ?雀訂甲

2"釦トなお複在も動物珂郁耐J平？･ある。


